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　　　　　　　　　評価基準　A：十分達成　B：概ね達成　C：変化の兆し　D：まだ不十分　E：目標・方策の見直し
［100％］［80％程度］　 　［60％程度］ ［40％程度］ ［30％以下］

中 長 期 目 標
（学校ビジョン）

学び、輝き、感動のある学校
幼児・児童・生徒が充実した学校生活を送り、個々の可能性を伸ばし、より良く生きることができるよう
支援する学校
《 １８歳で自立できる人を育てる 》～社会に繋ぎ時代を生き抜く力の育成～

今年度の
重点目標

○幼児・児童・生徒の能力・特性に応じた指導の充実を図る。
○幼児・児童・生徒の可能性を伸ばし、社会参加していく力を
育てる。

　　　鳥取県立皆生養護学校

●日頃の授業に進路指導計
画を活用する方策を考え、
実行する。

●評価会や幼稚園視察など
を継続実施する。

●学習グループを中心に
授業公開及び授業研究会
等を実践に活かす。

●ＴＴ会がPDCAを意識した
ものになるよう努める。
●校内研修や研究で取り組
んだことを各授業で実践
し、積み上げていく。

●各生徒の授業連携図の作
成研修を行う。
●専門教科の学習内容を整
理し、年間計画案を修正す
る。

●進路指導計画をどのよう
に各種計画に繋げていくか
検討し提案する。
●研修と前期進路体験の反
省を生かし後期進路体験を
設定する。

●在校生の支援会議・支援
計画についての事例研を実
施する。
●移行支援計画の作成・利
用方法を検討する。

●個々の専門性について整
理し、それを学習グループ
内や学部内で研修し合う場
を設定をする。

●校内研修を生かし諸検査
を実施する。
●実態把握をどのように目
標設定に生かすのか学部研
修を行う。

●検査結果や授業への活か
し方等についてのミニカン
ファレンスを実施する。
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●日頃の授業に進路指導計
画を活用する方策を考え、
実行する。
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●個別の教育支援計画を個別
の指導計画作成時や日常生活
で活用できつつある。進路指
導計画の作成も評価できる。
が、実際の指導への活用は充
分とはいえない。

●生徒に応じて前期進路指導
旬間中の学習を設定した。複
数日の体験も設定していきた
い。
●個のねらいや身に付けさせ
たい力をどのように設定すれ
ばよいのか学部研修を行っ
た。

●卒業後の生活を具体的に知
るために、卒業生の追指導や
高３の進路状況について研修
を実施した。

●専門性に関して自分自身を
ふり返り、研修会等で身に付
けた専門性を活用しようとし
たり、相互補完しようとした
りしている。
●専門性の定義が曖昧であ
る。

●自立活動チェックリスト
使って実態把握をしつつあ
る。
●実態把握について話しあい
の場を設定することはでき
た。今後も継続して行ってい
く。

●生徒の実態について学部研
修の機会などを利用して見直
したことで、授業改善に活か
されつつある。

●進路指導計画を練り上げ、その内
容を日々の生活で取り組めるように
する。
●個のねらいや身につけさせたい力
を明確にし、進路指導旬間の指導に
取り組むようにする。

●支援会議や支援計画活用の事例を
もとに学部研修を実施する。
●移行支援計画の書式の整理、教育
支援計画からの切り替え時期の変
更。

●教師に求められる専門性の内容に
ついて理解を深める機会をつくる。
●研修等で新たに身につけた専門性
を全体に広げる機会を作る。

●実態把握や目標設定、個に視点を
あてた研修を学部で実施する。
●諸検査を実施したり、自立活動
チェックリスト等を活用したりす
る。
●実態把握から目標設定まで、複数
の教員で話し合える機会を設定す
る。

●検査に関する学部研修を実施す
る。
●個々の生徒に適した検査等を実施
する。
●個々の生徒について、アセスメン
ト、授業作りのためのミニカンファ
レンスを実施する。

●学期毎の評価会を実施し
た。幼稚園の教育課程に準じ
た指導に向けて動き出してい
る。

●学習グループ毎や個人
単位で試行錯誤しながら
授業を改善しつつある。

●定期に学習グループのＴＴ
会を行った。まだ実施されて
いないＴＴ会は会議を精選し
ながら実施する予定である。
●本校エキスパート教員から
のアドバイスを受け授業改善
に努めている。

●個々の生徒の授業担当者で
指導について検討を重ねてい
る。
●外部講師が上手く活用でき
ている。

●個別の教育支援計画を個別
の指導計画作成時や日常生活
で活用できつつある。進路指
導計画の作成も評価できる。
が、実際の指導への活用は充
分とはいえない。

●自立活動チェックリスト等を活用
しながら、幼児一人一人の課題を整
理する。
●評価会等を通して、個の実態を見
つめ直し、目標や手立てを改善す
る。
●類型別学習グループで授業づくり
の研修を深める。
●研究・研修課と連携して、学部研
修の中で課題となっている 授業を取
り上げて実践報告や検討会を行う。

●授業評価の工夫や定期的なＴＴ会
を実施する。
●授業の問題点を明確にし、改善・
実施したことに対して自立活動部・
教科等指導部・外部専門家よりアド
バイスを受ける。

●個々の生徒の指導チームによる指
導に関する検討会実施と、授業作り
のための授業公開実施。
●３年間を見通した指導計画の検
討。地域の企業等との連携を進め
る。

●卒業後の生活をイメージすること
の大切さを学部会等で話し合った
り、個別の教育支援計画の検討会で
の話題としたりする。
●高等部の進路担当教諭にも参加を
要請し、話し合いを深めるようにす
る。
●卒業後の生活をイメージすること
の大切さを学部会等で話し合った
り、個別の教育支援計画の検討会で
の話題としたりする。
●高等部の進路担当教諭にも参加を
要請し、話し合いを深めるようにす
る。

●高等部を卒業した後
の生活をイメージし
て、個別の教育支援計
画に活かす。

●進路指導計画が実効
性のあるものになって
いる。
●進路指導旬間等で個
に応じた指導が行われ
ている。

●支援計画活用のイ
メージを持って作成す
ることができている。
●移行支援計画活用の
流れができている。

●自分自身の専門性に
気付き、それをそれぞ
れがグループ内や学部
内に広める。

●実態把握の段階から
複数の教員で話し合
い、目標を設定するこ
とができている。

●検査等を実施し、客
観的な実態把握ができ
るようになる。

●中学部段階でどのような力
を身につけていけば良いのか
不明瞭なところがある。
●生徒の実態を考えながら指
導を行っているが、進路指導
旬間等で、もっと個に対応し
た指導が必要である。

●教育支援計画作成の会を
実施し、内容を検討してい
るが、十分とはいえない。
●移行支援計画について書
式、活用方法の見直し中で
ある。

●求められる専門性を肢体
不自由教育のそれだけと考
えてしまうところがあり、
小学校教育、知的障がい教
育や聾教育等の専門性を持
つ者が力を発揮しきれてい
ない。

●実態把握が担任の主観に
なることが多く、目標の妥
当性を上げる必要がある。

●個々の生徒の実態把握の
ために、検査やチェックリ
スト等があまり使われてい
ない。

●実態把握から浮かび
上がった個の課題から
目標設定を行う。

●類型別学習グループ
で課題となっている授
業の学習指導が改善す
る。

●定期的な授業反省と
校内研究との連携によ
り授業改善が行われて
いる。

●個々の生徒について、
各授業等の連携イメージ
ができている。
●専門教科の指導計画が
整理され、地域資源を活
かした授業を実施してい
る。

●高等部を卒業した後
の生活をイメージし
て、個別の教育支援計
画に活かす。

●教育支援計画や進
路指導計画を活用し
て、個に応じた指導
を進めたか。

●PCDAサイクルが機
能し、学期ごとに指
導が改善している
か。

●学期ごとの評価等で個別
の指導計画を見直す機会が
少ないために、PDCAサイク
ルが循環していない。

●定期的なＴＴ会や
内外部機関のアドバ
イスを受けながら授
業改善を進めたか。

●障がい特性を考慮し
た授業作りができたか
●専門教科に関する指
導は充実したか。

●教育支援計画・移
行支援計画は充実し
たか。

●自分自身の専門的
な知識や技能に気付
き、それらを発揮す
ることができたか。

●実態把握のツール
を利用しながら目標
設定をおこなう。

●アセスメントに関
する知識･技術を活用
できたか。

●教育課程の改善に取り組
んできている。それを授業
として試行錯誤しながら実
践しているところである。

●ＴＴ会等、授業の打ち合わ
せや評価をする時間を十分に
とることができなかった。
●生徒が学習しやすい環境づ
くりや姿勢についての支援、
主体的に活動できる教材や補
助具等、改善の余地がある。

●障がい特性に応じた指導を
するために、担任、授業担当
者間の連携ができつつある。
●新規の専門教科設定に伴
い、指導内容の検討や教材開
発が必要である。

●高等部を卒業した後の幼
児・児童の生活するイメー
ジが曖昧である。

●高等部を卒業した後の幼
児・児童の生活するイメー
ジが曖昧である。

●課題となっている
授業の学習指導が学
習指導要領に則した
目標や内容で行われ
ているか。

平成２３年度　　自　己　評　価　表　　

ニーズに対応
できる専門性
の向上

18歳の自立を
見据えた進路
指導の充実

一人一人に視
点をあてた学
習指導の充実

●個別の教育支援計
画・進路指導計画との
関連を意識しながら、
指導を行ったか。

●自立と社会参加す
る姿を意識しながら
個別の教育支援計画
を策定しているか。

中　間　評　価　　　　（　１０月　　）
現状 改善方策目標達成のための方策

年　　　　　　　　度　　　　　　　　当　　　　　　　　初

評価評価項目 目標（年度末の目指す姿） 経過・達成状況
最　終　評　価　(　２月　)

経過・達成状況 評価 改善方策

●研究授業、評価会、幼稚園視察、幼
稚部会を通して、目標や手立ての見直
しを進めてきた。

B
●幼稚園教育要領に準じた幼稚部教育を継
続して探求していくなかで、PDCAサイクル
を意識して目標設定に取り組んでいく。

●授業研究会や学部研修会を通して学
んだことを活かして、授業改善をして
いこうという雰囲気が高まってきた。

B
●授業の中でのMTとSTの役割を見直してい
く。
●授業をよりよく改善していこうとする職
場環境づくりを保ちながら、今年度の反省
を活かした授業づくりに取り組む。

●行われていなかった学習のＴＴ会も
実施することができた。ＴＴ会が学習
計画の打ち合わせになることが多かっ
た。
●年間を通じアドバイスを受けること
で授業改善につなげることができた。

B

●授業記録や評価の方法について検討し、
より実践に役立つものにする。
●学部会の運用方法を考え、時には研修や
ＴＴ会に振り替えていく。
●アドバイスを受けられるような指導体制
や研修・研究で取り組んだことを継続でき
るよう分掌と連携を図る。

●個々の生徒について各授業の繋がり
がわかりやすく、指導や評価のポイン
トの明確な授業ができるようになって
きた。
●専門教科学習概要表を作成した。

B

●目標や指導内容・方法などを整理し共有
する体制は整ったが、障がい特性に応じた
指導という具体項目に迫ることができな
かった。テーマを絞って計画的に授業研や
ケース研を実施し授業改善に取り組みた
い。

●授業に進路指導計画を活用しようす
る動きがみられるようになった。ま
た、学校外の関係機関と連携して子ど
もたちの学習や生活を支援していこう
という動きがみられるようになった。

B
●進路指導計画を日ごろの授業につなげて
いる方策を引き続き検討する。
●子どもたちの生活全体を見渡して現在必
要であったり、将来必要となるであろう支
援を保護者と共に考えていくようにする。

●授業に進路指導計画を活用しようす
る動きがみられるようになった。ま
た、学校外の関係機関と連携して子ど
もたちの学習や生活を支援していこう
という動きがみられるようになった。

B
●進路指導計画を日ごろの授業につなげて
いる方策を引き続き検討する。
●子どもたちの生活全体を見渡して現在必
要であったり、将来必要となるであろう支
援を保護者と共に考えていくようにする。

●実践や研修を通して学部の進路指導
の考え方を共通理解することができ、
授業でキャリア教育の視点をより意識
できるようになってきた。
●進路指導旬間では保護者の願いや生
徒の実態に応じ体験先や日数を設定す
ることができた。他施設との連携につ
いて検討する必要がある。

B

●進路指導計画の活用には至っていないの
で分掌と連携をしながら再度検討を行う。
●ツールを利用した実態把握を元に目標設
定の妥当性を上げる。
●体験においては早期より他施設との連携
を図りながら実施する。

●各計画の記載内容、活用手順などの
検討、実施した会議の内容確認、保護
者と協働でのサポートブック作成など
を行うことで、各支援計画の位置づ
け、利用イメージが整理できた。

A ●進路指導計画やキャリア教育の視点で年
間の学習活動の計画を見直す。

●学部研修においては、小グループで
のディスカッションを取り入れ、それ
ぞれの専門性を活かしたながら、相互
に専門性を高められるようにした。

C

●個々の専門性に応じた役割作りをす
ると同時に自分らしさを発揮できた
り、学び合ったりする学部内の雰囲気
作りに努める。
●学部会等で５分間事例検討会を設定
することで、個々の専門性活かして学
部の専門性を高める。

●自立活動チェックリストを使いなが
ら複数の教員で全ての生徒の実態把握
を行った。
●発達検査を実施しつつある。
●実態把握を元に学習グループ毎に個
の目標について話し合いを行った。

C

●複数のツールを利用しながら実態把握を
行う。
●全職員、発達検査ができるようにする。
●指導計画見直しの会の他に、定期に個を
語る機会を設定する。
●目標設定の研修を行う。

●研究･研修等により、個々の生徒に
ついて適切に検査等が実施されるよう
になり、目標設定や指導に活かされる
など成果が見られた。

A
●障がい特性やそれに応じた指導について
の研修を深め、実態把握と合わせて授業作
りに活かせるようにする。
●キャリア教育の視点で授業の組み立てが
できるように研修を行う。


